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平成26年（2014年）
毎月１日・15日発行

４月５日㈯ 交通安全パレード

による車両通行止めのご案内

志
木
街
道

けやき通りけやき通り

清瀬けやき
ホール
清瀬けやき
ホール

JA

清
瀬
駅

至所沢

至池袋

至東村山

至志木

消費生活
センター
消費生活
センター

アミュー
ビル
アミュー
ビル

広橋小児科内科広橋小児科内科

クレア
ビル

市営駐車場
入口
市営駐車場
入口

=車両通行止め地点

武蔵野総合
クリニック
武蔵野総合
クリニック

日時　４月５日㈯午後１時 15 分～２時ころ
通行止め区間　けやき通り（清瀬駅北口ロータリー
から上清戸１丁目交差点まで・上図参照）
※詳しくは下記へ。
問合せ　東村山警察署☎ 042・393・0110 または東
村山地区交通安全協会連合会☎ 042・392・2526

市内の商店街でスタンプをためて商品券をＧＥＴしよう！

最高 30 万円の商品券が当たる！

「きよせニンニンスタンプ事業」

　市民の皆さんの購買意欲の向上
と市内商店街の活性化を図るため
に、平成 25 年度から市と清瀬商
工会が連携して実施するスタンプ
事業で、昨年度は 25,927 件もの
応募をいただきました。
　今年度は、より一層の市内商店
街の活性化と地域に密着した消費
の実現を図るとともに、消費税増
税の反動減対策として賞品総額を
昨年度の約２倍となる 770 万円と
して実施します。
　商工会員で「きよせニンニンス
タンプ事業」のポスター（右上イ
ラスト参照）が貼ってある商店な
どで配布するスタンプカード（右
イラスト参照）に、500 円の買い
物ごとにスタンプを１個押印しま
す。スタンプが 20 個（１万円分）
た ま る とスタンプカードが抽選
券になります。また、昨年度途中
で終わってしまったスタンプカー
ドも使用できます。
　応募いただいた方のなかから抽

　個人商店などを中心に構成
される商店街は、地域のにぎ
わいを作り出す「地域コミュ
ニティーの核」として、まち
づくりに欠かせない存在で
す。
　しかし、消費者ニーズの多
様化や大型店との競争激化、
インターネット販売の増加と
いった環境変化によって、商
店街は厳しい状況に直面して
います。
　「平成 24 年度 商店街実態
調査報告書」（中小企業庁）に
よると、全国の１商店街あた
りの平均店舗数は 52.9 店と、
平成 21 年度の同調査時より
1.2 店増加しましたが、１商

選（年３回。６月下旬・８月下旬
・11 月下旬）で、商品券を贈呈し
ます。
スタンプ押印期間　４月１日㈫～
11 月下旬
賞品　抽選１回に付き、次の商
品券が当たります。
①第１回抽選（６月下旬・賞品総
額 250 万円）＝特賞：30 万円・１
本、１等：10 万円・２本、２等：
５万円・４本、３等：１万円・
180 本
②第２回抽選（８月下旬・賞品総
額 250 万円）＝①と同じ
③第３回抽選（11 月下旬・賞品総
額 270 万円）＝特賞・１等・２等：
①と同じ、３等：１万円・200 本

店街あたりの平均空き店舗数
は 6.0 店、平均空き店舗率は
14.62㌫と前回調査時（平均空
き店舗数 5.6 店・平均空き店
舗率 10.82㌫）よりも悪化し
ました。また、経営者の高齢
化や後継者不足による廃業な
どの問題も顕在化してきてお
り、その衰退傾向が顕著にな
りつつあります。
　市内の商店街においても、
経営者の高齢化や大型店の影
響など、同様の問題を抱えて
います。
　一方で、商店街は「地域住
民の憩い・交流の場」でもあ
ります。そのため、経済・社
会構造が大きく変容していく

スタンプカード

このポスターが目印です

商店街で
買い物

スタンプを
集める

商店・商工会
に応募する

商品券が
当たる

～４月１日㈫からスタート～
　市と清瀬商工会では、昨年好評をいただいた
「きよせニンニンスタンプ事業」を、今年も４
月１日㈫から開始します。これは、景気低迷が
続く市内の各商店を応援し、地域の活性化を図
るとともに、消費税増税対策として行われます。

　最高賞は、同事業に参加した市内の各商店で
利用できる商品券 30 万円分。市内の商店街で
買い物をして、ぜひ、「きよせニンニンスタン
プ事業」にご参加ください。

問合せ　清瀬商工会☎ 491・6648

「 き よ せ ニ ン ニ ン ス タ ン プ 事 業 」と は？

商品券使用期間　７月上旬～平成
27 年２月下旬
商品券使用場所　「きよせニンニ
ンスタンプ事業」のポスターを貼
っている各商店
※抽選日など、詳しくは決定次第、
市報・市ホームページなどでお知

らせします。
応募方法　各抽選日前までに抽選
券（スタンプが 20 個押印された
スタンプカード）を直接、「きよ
せニンニンスタンプ事業」のポス
ターが貼ってある各商店または清
瀬商工会☎ 491・6648 へ

商店街、そして地域の活性化に向けて

なかで商店街が生き残ってい
くためにも、自治体や関係機
関などと連携し、活性化を図
っていくことが重要となりま
す。
　市では、清瀬商工会などと
連携して行う「きよせニンニ
ンスタンプ事業」を通して、
地元商店街と地域の活性化実
現につなげていきます。

きよせニンニンスタンプ
公開抽選会（昨年）

きよせニンニンスタンプ事業
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障
害
者
自
立
支
援
法
の
改
正
に
伴

い
、
東
京
都
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
の

就
労
面
と
生
活
面
を
一
体
的
に
支
援

す
る
た
め
、
平
成
24
年
ま
で
に「
障
害

者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
都
内
23
区

・
26
市
す
べ
て
に
設
置
す
る
こ
と
を
進

め
ま
し
た
（
平
成
24
年
４
月
に
完
了
）。

清
瀬
市
で
は
、
平
成
19
年
７
月
に
近
隣

市
の
な
か
で
も
早
い
段
階
で
障
害
者
就

労
支
援
セ
ン
タ
ー「
ワ
ー
ク
ル
・
き
よ

せ
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
ル
・
き
よ
せ
は
、
昭
和
26
年

か
ら
清
瀬
で
活
動
し
て
い
る「
社
会
福

祉
法
人
東
京
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
協
会
」が

市
か
ら
委
託
を
受
け
、
運
営
し
て
い
ま

す
。
同
協
会
で
は
、
当
初
、
就
職
が
難

し
か
っ
た
結
核
回
復
者
の
た
め
の
就
労

支
援
を
し
て
い
ま
し
た
。
時
代
と
と
も

に
結
核
患
者
が
減
っ
た
後
は
、
身
体
・

知
的
障
害
者
の
方
の
支
援
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
90
年
代
の
バ
ブ
ル

崩
壊
後
は
、
解
雇
や
会
社
の
倒
産
に
よ

っ
て
、
職
や
行
き
場
を
失
っ
た
多
く
の

障
害
の
あ
る
方
を
福
祉
施
設
に
受
け
入

れ
た
り
、
支
援
す
る
こ
と
で
手
一
杯
に

な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
で
は
十
分
な
就
労

支
援
が
で
き
ず
、
就
労
に
特
化
し
た
専

門
の
支
援
セ
ン
タ
ー
を
求
め
る
声
が
多

く
あ
が
り
ま
し
た
。

このコーナー

は、市内在住の

市民編集委員が

清瀬に関連する

施設や事業者を

巡って、清瀬の

まちの特徴を紹

介します。

清瀬市障害者就労支援センター「ワークル・きよせ」
～ 働きたいという気持ちを、みんなで応援する ～

障
害
者
の
就
労
に
特
化

し
た
支
援
セ
ン
タ
ー

取

材

を

終

え

て

市民編集委員

片寄明香さん
（野塩在住・主婦）

26・4・1

　

誰
も
が
共
に
地
域
で
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
、
障
害
が
あ

る
方
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
経
済
的

自
立
・
社
会
参
加
を
目
的
と
し
た「
働
く
場
」の
提
供
も
そ

の
な
か
の
一
つ
で
す
。
実
際
に
、
障
害
の
あ
る
方
と
同
じ
職

場
で
一
緒
に
働
い
て
い
る
方
、
雇
用
を
考
え
て
い
る
事
業
主

の
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

　

清
瀬
駅
か
ら
徒
歩
３
分
の
立
地
の
良
い
場
所
に
、
市
か
ら

委
託
を
受
け
た
社
会
福
祉
法
人
東
京
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
協
会
が

運
営
す
る「
清
瀬
市
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー『
ワ
ー
ク

ル
・
き
よ
せ
』」（
元
町
一
丁
目
。
以
下
、
ワ
ー
ク
ル
・
き
よ

せ
と
い
う
）が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
同
セ
ン
タ
ー
職
員
の
山
崎
さ
ん
、
小
林
さ
ん
、

佐
々
木
さ
ん
に
、
障
害
の
あ
る
方
の
就
労
支
援
の
現
状
に
つ

い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

就労支援などを通じて、障害のある方の働きたいという気持ちを応援
する「清瀬市障害者就労支援センター『ワークル・きよせ』」

　

２
月
の
大
雪
の
後
、
視
覚
障
害
の
あ

る
方
が
残
雪
で
行
く
手
を
ふ
さ
が
れ
、

何
度
も
杖
で
足
元
を
探
っ
て
い
る
と
こ

ろ
に
出
く
わ
し
、
も
っ
と
大
き
な
災
害

の
時
は
、
ど
ん
な
に
不
安
だ
ろ
う
と
思

い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
普
段
は
困
っ
て
い
る
人

に
気
付
か
な
い
で
通
り
過
ご
し
て
い
る

こ
と
が
多
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
就
労
支
援
に
つ
い
て
の
取

材
で
し
た
が
、
私
た
ち
が
日
ご
ろ
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
障
害
を
抱
え
て
い
る
方
と

も
地
域
や
社
会
で
助
け
合
い
、
共
生
し

て
い
く
こ
と
を
考
え
る
良
い
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ　

清
瀬
市
障
害
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー「
ワ
ー
ク
ル
・
き
よ
せ
」☎
495
・

０
０
１
０（
月
か
ら
金
曜
日
午
前
８
時

45
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
）

お話しいただいた山崎さん（左）・小林
さん（中央）・佐々木さん

企
業
側
の
雇
用
相
談
も

就
職
後
も
継
続
し
て
支
援

　

就
職
先
の
相
談
や
紹
介
だ
け
で
は
な

く
、
初
め
て
就
職
活
動
を
さ
れ
る
方
に

は
履
歴
書
の
書
き
方
指
導
や
面
接
の
練

習
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
や
企
業
、本
人
か
ら
の
要
望
で
、

関

係
・

関

連

す

る

施
設
や
団
体
と
の
連
携

　

就
労
支
援
に
あ
た
り
、
常
勤
職
員
が

３
人
だ
け
の
た
め
、
対
処
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。そ
の
よ
う
な
時
に
は
、

市
の
障
害
福
祉
課
や
生
活
福
祉
課
な
ど

の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
も
協
力
し
、
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
か
月
に
一
度
、
多
摩
地
域

27
の
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
で
連
絡
会
を

持
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
事
柄
の
検
討
や
情

報
の
共
有
、意
見
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
就
職
の
た
め
の
準
備
訓
練
や

職
能
評
価
を
行
っ
て
い
る「
東
京
障
害

者
職
業
セ
ン
タ
ー
」、
障
害
者
の
職
業

訓
練
な
ど
を
し
て
い
る「
東
京
し
ご
と

　

ワ
ー
ク
ル
・
き
よ
せ
は
、
原
則
と
し

て
市
内
在
住
の
身
体
・
精
神
・
知
的
・

発
達
障
害
な
ど
の
障
害
者
手
帳
を
持
っ

た
18
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
方
が
対
象
で

す
が
、
難
病
の
方
や
手
帳
を
お
持
ち
で

な
い
方
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
障
害
を
持
っ
た
方
を
雇
用

す
る
企
業
か
ら
の
相
談
や
支
援
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
利
用
者（
登

録
者
）数
も
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

（
下
グ
ラ
フ
参
照
）

　

現
在
の
主
な
就
職
先
は
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
に
出
さ
れ
て
い
る
障
害
者
求
人
が

中
心
で
す
。
都
と
し
て
も
障
害
の
あ
る

方
の
就
労
支
援
は
力
を
入
れ
て
い
る
事

業
の
一
つ
で
あ
り
、
平
成
25
年
に
は
障

害
者
雇
用
促
進
法
も
改
正
さ
れ
、
法
定

雇
用
率
※
は
、
民
間
企
業
で
1.8
㌫
か
ら

２
㌫
に
な
り
ま
し
た
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
前
は
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
以
外
の
一
般
求
人
な
ど
か
ら

も
就
職
先
を
確
保
し
て
き
た
そ
う
で
す

が
、
雇
用
情
勢
の
悪
化
に
伴
い
、
現
在

の
よ
う
な
障
害
者
求
人
を
中
心
に
就
労

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
山
崎
さ
ん
は

「
景
気
が
上
向
き
に
な
る
と
雇
用
の
機

会
も
上
が
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
ま

ず
経
済
が
安
定
す
る
こ
と
が
大
切
で
す

ね
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

財
団
」な
ど
の
主
要
機
関
か
ら
も
常
に

新
し
い
情
報
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

清
瀬
市
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
三
鷹
の
管
轄

内
で
す
が
、
状
況
に
よ
っ
て
は
所
沢
や

池
袋
な
ど
、
管
轄
外
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
も
連
携
し
て
就
労
支
援
に
あ
た
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

一
方
、
施
設
内
で
は
市
内
の
福
祉
施

設
で
作
ら
れ
た
ク
ッ
キ
ー
や
ペ
ン
ケ
ー

ス
な
ど
の
自
主
製
品
の
販
売
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
月
・
火
曜
日
の
お

昼
に
は
、「
工
房
わ
か
ば
」や「
ベ
ー
カ

リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
ど
ん
ぐ
り
」に
よ
る
パ

ン
の
直
売
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
市
内
で
の
就
職
先

　

実
際
に
就
い
た
職
種
は
、
事
務
や
掃

除
、
調
理
、
品
だ
し
・
補
充
、
仕
分
け

な
ど
が
多
い
そ
う
で
す
。
市
内
で
は
市

役
所
や
大
手
ス
ー
パ
ー
、
総
合
病
院
、

介
護
施
設
、
自
動
車
関
連
の
付
属
品
製

造
会
社
な
ど
に
、
ま
た
、
近
隣
の
大
手

企
業
な
ど
、
開
所
か
ら
延
べ
100
人
程
が

就
職
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

　

清
瀬
市
は
病
院
や
福
祉
施
設
が
多
い

の
が
特
徴
で
、
そ
の
よ
う
な
場
所
で
も

少
し
ず
つ
障
害
者
雇
用
の
受
け
入
れ
が

増
え
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

※　

障
害
者
雇
用
促
進
法
に
よ
っ
て
定
め
ら

　

れ
て
い
る
常
用
雇
用
者
数
に
対
す
る
障
害

　

者
の
割
合
。
民
間
企
業
や
自
治
体
な
ど
は

　

所
定
の
割
合
以
上
の
障
害
者
を
雇
用
す
る

　

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

今

後

の

課

題

と

は
？

　

山
崎
さ
ん
は
、「
就
職
活
動
を
さ
れ

る
障
害
の
あ
る
方
は
、『
一
駅
で
も
電

車
・
バ
ス
に
乗
る
負
担
を
軽
く
し
た

い
』と
考
え
る
な
ど
、
通
勤
に
長
時
間

か
け
る
こ
と
が
難
し
い
方
が
多
い
で

す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
災

害
が
起
こ
っ
た
場
合
、
自
力
で
家
に
帰

れ
な
い
と
い
う
不
安
や
心
配
か
ら
、
近

隣
で
の
就
労
を
希
望
す
る
人
が
増
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

の
市
内
求
人
は
年
に
１
、２
件
し
か
な

い
の
が
現
状
で
す
。
企
業
側
と
登
録
者

側
の
希
望
が
な
か
な
か
合
わ
な
い
こ
と

も
多
く
、
こ
の
問
題
の
解
決
は
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
や
一
般
求
人
に
頼
る
こ
と
な

く
、
市
内
で
の
職
場
開
拓
を
独
自
に
進

め
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」と
話
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
困
っ
た
時
な
ど
に
気
軽
に

相
談
し
て
く
れ
る
関
係
性
を
築
い
て
い

く
こ
と
が
、
支
援
を
す
る
う
え
で
難
し

く
、
時
間
も
か
か
り
ま
す
。
登
録
者
が

徐
々
に
増
え
て
い
る
現
状
で
、
一
人
一

人
に
対
し
て
、
ど
こ
ま
で
支
援
を
し
て

い
け
る
の
か
が
課
題
か
と
思
い
ま
す
」

と
佐
々
木
さ
ん
は
話
さ
れ
ま
し
た
。

施設内で展示・販売されている市内
の福祉施設で作られたクッキーやペ
ンケースなど
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平成 20 平成 21 平成 22 平成 23 平成 24（年度）
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利用者（登録者）数の推移直
接
面
接
に
同
行
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
実
際
に
就
職
さ
れ
た
後

も
、
長
く
安
心
し
て
仕
事
が
で
き
る
よ

う
に
、「
定
着
支
援
」
と
し
て
職
場
を

訪
問
し
、
聞
き
取
り
や
相
談
に
乗
っ
た

り
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
何
か
問
題
が
あ
れ
ば
、
ご
本
人
と

企
業
と
を
交
え
て
話
し
合
い
、
一
緒
に

考
え
解
決
し
て
い
く
こ
と
も
し
て
い
ま

す
」
と
小
林
さ
ん
。
ま
た
、「
生
活
面

が
安
定
し
て
い
な
い
と
仕
事
が
続
か
な

い
た
め
、
賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
更
新
手
続

き
や
引
っ
越
し
の
手
伝
い
、
買
い
物
な

ど
、
就
労
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ

れ
ば
で
き
る
限
り
お
手
伝
い
し
て
い
ま

す
」と
山
崎
さ
ん
は
話
さ
れ
ま
し
た
。



　

３

　平成 24 年３月に立ち上げら
れた「三小校区コミュニティは
ぐくみ円卓会議」。毎月１回、
地域の自治会長や委員の方が集
まり、地域の課題や問題につい
て話し合っています。
　昨年は、会議の代表である世
話人が決まり、第三小学校の清
掃活動や 50 周年記念式典への
参加など、さまざまな場面で活
躍の場を広げています。
　そして今年は、地域と学校
との連携をより一層強くするた
め、「三小円卓見守り隊」を結成
しました。第三小学校と協力し
て、遠くからでも目立つように
と作成した黄色の腕章を着けた
方々が、下校時に三小の子ども
たちを見守るという活動です。
　見守りといっても堅苦しい
ものではなく、ウオーキングを
兼ねて、今までに２回実施しま
した。また、４月 16 日㈬には、
地域の皆さんと一緒に参加でき
るように「円卓会議見回りウオ
ーキング」と名付けた見回り活
動を実施します。
　今はまだ始まったばかりの取
り組みですが、この活動を通し
て地域の防犯や安全・安心の実

現に貢献できるのではないかと
感じています。興味のある方は、
ぜひご参加ください。
　また、各小学校区の円卓会議
は下記の日程で行っています。
地域コミュニティーに参加して
みたい方、地域の問題などにつ
いて話し合いたいとお考えの方
など、各地域にお住まいの方な
らどなたでも参加することがで
きます。ぜひご参加ください。
問合せ　企画課市民協働係

「三小円卓会議におい
て『見守り隊』始動！」

「新手のサクラサイト商法が登場」

　有名芸能人のマネジャーを名
乗り、「芸能界には心を開いて
話ができる人がいません。あな
たの助けが必要です」といった
メールでサイトに誘い込み、そ
の芸能人（もちろんサクラ）とメ
ールでのやり取りをするために
ポイントを購入させる手口はよ
く知られています。
　いわゆる「サクラサイト商法」
ですが、最近では以下のような、
続きを読みたいと思わせるメー
ルで誘いをかけてきます。
①「財界でも有名な資産家が、
　相続税対策で１億円をあなた
　に渡したいと希望している。
　誰にでも頼める話ではないの
　で、至急ご連絡を…」
②「〇〇さん、警戒しないでく
　ださい。２千万円を受け取っ
　てほしい方がいるのでメール
　しました。あなたの都合に合
　わせて…」
③「在宅ワークをしませんか。
　悩みを聞いて、アドバイスを
　してくれれば高額な謝礼が支
　払われます。救いを求めてい
　る人が大勢います。簡単な…」
　これらのサイト運営業者から
のメールで案内されたＵＲＬを
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円卓会議の開催日程

七小＝４月 12 日㈯午前 10 時～
正午、七小大会議室

■どうやったら良いの？
　ウオーキングは、一番手軽に
できる有酸素運動です。しかし、
無理は禁物。歌を口ずさんだり、
会話ができる程度の強度で行い
ましょう。また、事故やけがを
防ぐために、水分補給と熱のこ
もらない服装、腰や膝

ひざ

を守るク
ッション性に優れた靴を履きま
しょう。ウオーキングの前後に
は、必ず準備体操と整理体操を
行い、呼吸を止めないように背
すじを伸ばして歩きましょう。
■ウオーキングライフって？
　市では、健康増進ウオーキン
グライフを推奨しています。
①気分転換に（散歩）
　毎日楽しく継続でき、気軽に
ゆったり歩くことで血行が良く
なり、リラックス・疲労回復効
果があります。
②通勤や買い物で
　乗り物を使わずに、無理なく
疲れない程度に階段を昇り降り
したり、歩くことで運動不足が
解消できます。
③楽しく遠出
　山や川など、自然を感じなが
ら歩くことで心も体もリフレッ
シュすることができます。仲間

芝小・四小＝決定次第、市ホー
ムページなどでお知らせします。

と会話を楽しみながら行えるの
でお勧めです。
④体力づくり
　距離・時間・歩く速さなど、
運動の強さを工夫しながら、無
理なく計画的に行うことで体力
を増進し、疲れにくくなります。
■どのような効果があるの？
　ウオーキングの効果として
は、①血圧値・血中脂肪・血糖
値の減少などの生活習慣病予防
②効率よく体脂肪を燃焼できる
ことによる肥満防止・メタボリ
ックシンドロームの予防③うつ
病などの予防も期待できるスト
レス解消④脳細胞の活性化や脳
血管の老化を遅らせる老化防止
⑤骨粗しょう症予防などがあげ
られます。
　市は、今年度から市民の皆さ
んの健康増進のために、ウオー
キングに重点を置いた事業を展
開します。まずは、５月 25 日
㈰に「ウオーキング」をテーマに
講演会を行いますので、ウオー
キング初心者の方もベテランの
方も、これから始めてみたいと
興味をお持ちの方も、ぜひご参
加ください。
問合せ　健康推進課

「ウオーキングから始めよう！」

清瀬と結核の原点「中央公園」（梅園一丁目）クリックすると、利用者用受信
ボックスとなり、続きが読める
ようになっています。
　①②のような、「お金をプレ
ゼント」というメールに対応し
ようとすると有料ポイントが必
要になります。更に、「相手と
メールアドレスを直接交換する
ために、ランクアップ費用が必
要」「振込口座を送信してもらっ
たけれど、文字化けしているの
で解除料を」といった内容でお
金を払わせます。
　③では、相談を受けるための
登録料が必要だったりします。
また、メールをやめようとする
と、相談者（サクラ）が「話を聞
いてもらえないなら自殺する」

「（消費者が受け取っていない）
前払いしたお金を返してほし
い」など、心理的な圧迫を与え
てお金を払わせようとします。
　常識的に考えておかしいメー
ルは無視しましょう。「この先を
読むくらいなら大丈夫」と案内
されたＵＲＬをクリックしてし
まうと、更に大量の迷惑メール
が来ることにもつながります。
問合せ　消費生活センター☎
495・6212（相談専用）

三小＝４月 16 日㈬午後２時～、
三小被服室

六小＝決定次第、市ホームペー
ジなどでお知らせします。

　清瀬の風俗や郷土文化、伝統な
どを写真やイラストとともに紹介
します。

清 瀬 病 院 跡 の 記 念 碑

春には桜が咲き誇る中央公園

　中央公園は、昭和 45 年に国
立療養所東京病院（現独立行政
法人国立病院機構 東京病院）の
敷地の一部を借りて整備されま
した。春には桜が、６月にはア
ジサイが見ごろを迎えますが、
この場所が清瀬と結核の原点で
あることをご存じでしょうか。
　昭和６年、清瀬に開設された
最初の結核専門の大規模かつ本
格的なサナトリウム「東京府立
清瀬病院」（のちに東京病院と統
合）は、当時広大な雑木林が広
がっていた現在の中央公園や国
立看護大学校などの場所に建て
られました。この設立をきっか
けに、清瀬は「結核医療の街」
と言われるようになりました。
　中央公園内には、「ここに清
瀬病院ありき」という記念碑や
国立療養所東京病院で結核の療

養をしていた俳人・石田波郷の
句碑が建立されています。また、
昭和 49 年には、平和への願い
を込めて遺族会や市民の皆さん
の寄付などを基に、市内在住の
彫刻家で名誉市民である澄川喜
一氏によって制作された「平和
の塔」が公園内に建てられてい
ます。
問合せ　 郷 土 博 物 館 ☎ 493・
8585（ 中 央 公 園 に つ い て は 、
水 と 緑 の 環 境 課）

～資産家が、相続税対策で
お金をプレゼントしたい？～

～やり方やウオーキングライフ
の勧め・効果について～

石 田 波 郷 の 句 碑 平 和 の 塔（ 澄 川 氏 制 作 ）

下
校
す
る
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る

「
三
小
円
卓
見
守
り
隊
」の
方
々
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下
宿
児
童
館
・
下
宿
つ
ど
い
の
広
場
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

４月９日㈬
　

市
で
は
、
次
の
世
代
の
担
い
手
で
あ
る
青
少
年
が
、
心
身
と
も
に
健

や
か
に
成
長
し
て
い
け
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
今
後
の
子
育
て
支
援
対
策
に
つ
い
て
の
方
向
性
・
目
標
や

子
ど
も
か
ら
お
と
な
に
な
る
過
渡
期
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た

「
き
よ
せ
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
中
・
高
生
の
居
場
所
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
行
う
、
下
宿

児
童
館（
下
宿
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）の
再
整
備
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

問
合
せ　

下
宿
児
童
館
＝
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
495
・
７
７
０
０
、
下
宿
つ

ど
い
の
広
場
＝
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
495
・
７
７
０
１

　

近
年
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
は

少
子
化
・
核
家
族
化
・
情
報
化
な

ど
の
社
会
の
変
化
に
よ
り
、
大
き

く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
非
行
・
問
題
行

動
は
、
平
成
25
年
版
犯
罪
白
書
や

子
ど
も
・
若
者
白
書
に
よ
る
と
、

犯
罪
な
ど
で
検
挙
・
補
導
さ
れ
る

子
ど
も
は
減
少
傾
向
に
あ
る
よ
う

で
す
。
し
か
し
、
一
方
で
、
警
察

が
認
知
し
た
家
庭
内
・
校
内
暴
力

や
い
じ
め
の
件
数
が
中
・
高
生
を

中
心
に
増
加
傾
向
に
あ
る
と
と
も

に
、
夜
の
街
に
居
場
所
を
求
め
、

深
夜
徘は

い

徊か
い

す
る
子
ど
も
の
割
合

も
上
昇
し
て
い
ま
す
。

安
全
で
健
や
か
に
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り

①＝放課後子ども教室「まなべー」で遊ぶ子どもたち
②＝ジュニアリーダーズクラブが企画・立案・運営する「バースデーフェスタ」
③＝中・高生が中心となって、自分たちの手で作り上げる「ころぽっくるライブ」

　

こ
れ
ま
で
に
市
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
地
域
の
な
か
で
、
安
全
で

安
心
し
て
健
や
か
に
過
ご
せ
る
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
全
市
立
小
学
校
で
地

域
の
お
と
な
の
参
画
を
得
な
が

ら
、
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活

動
な
ど
を
行
う
「
放
課
後
子
ど
も

教
室『
ま
な
べ
ー
』」や
、
児
童
セ

ン
タ
ー
の
運
営
や
企
画
の
立
案
・

推
進
な
ど
を
通
し
て
、
リ
ー
ダ
ー

気
質
の
醸
成
を
目
的
と
す
る「
ジ

ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」、

中
・
高
生
た
ち
を
中
心
に
、
自
分

た
ち
で
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運
営

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
披
露
す
る「
こ
ろ
ぽ
っ
く
る

ラ
イ
ブ
」な
ど
を
実
施
し
、
子
ど

も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

下
宿
児
童
館
を
再
整
備

　

児
童
館
は
、
子
ど
も
た
ち
の
社

会
性
を
育
て
、
心
を
支
え
る
大

切
な「
居
場
所
」で
す
。
一
方
で
、

中
・
高
生
に
対
応
し
た
施
設
は
、

こ
れ
ま
で
児
童
セ
ン
タ
ー
だ
け
で

し
た
。
そ
こ
で
市
で
は
、
今
年
度

か
ら
、
下
宿
児
童
館
の
開
館
時
間

を
延
長
し
、「
中
高
生
専
用
タ
イ

ム
」を
設
け
ま
す
。

　

中
・
高
生
の
方
が
楽
し
め
る
よ

う
な
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
コ
ミ
ッ
ク

本
、
友
達
と
の
お
し
ゃ
べ
り
ス
ペ

ー
ス
を
用
意
す
る
と
と
も
に
、
卓

球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ミ
ニ
ヤ
ー

ド（
ミ
ニ
玉
突
き
）・
ダ
ン
ス
な

ど
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
相
手
や

話
し
相
手
、
相
談
相
手
と
な
る
児

童
厚
生
員
も
配
置
し
ま
す
。

開
館
日　

火
～
日
曜
日
（
12
月
29

日
～
１
月
３
日
を
除
く
）

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
０

時
30
分
・
午
後
１
時
30
分
～
７
時

（
午
前
９
時
～
午
後
０
時
30
分
＝

乳
幼
児
・
親
子
優
先
、
午
後
１
時

30
分
～
５
時
＝
小
学
生
優
先
、
午

後
５
時
～
７
時
＝
中
高
生
専
用
タ

イ
ム
）

※
緊
急
時
・
安
全
の
た
め
、
利
用

さ
れ
る
方
は
下
宿
児
童
館
カ
ー
ド

の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。
小
学

生
ま
で
は
、
保
護
者
の
方
が
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。
中
・
高
生
は
、

学
生
証
を
提
示
す
れ
ば
、
そ
の
場

で
カ
ー
ド
を
発
行
し
ま
す
。（
こ

ろ
ぽ
っ
く
る
カ
ー
ド
で
も
遊
具
の

貸
し
出
し
可
）

◆
下
宿
つ
ど
い
の
広
場
を
移
設

　

下
宿
つ
ど
い
の
広
場
は
、
下
宿

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
３
階
の
視
聴

覚
室
に
移
設
し
ま
す
。

開
催
日　

火
～
日
曜
日
午
前
10
時

～
午
後
３
時（
12
月
29
日
～
１
月

３
日
を
除
く
）

※
４
月
６
日
㈰
ま
で
は
、
従
来
ど

お
り
、
児
童
室
で
下
宿
児
童
館
・

つ
ど
い
の
広
場
を
実
施
し
ま
す

が
、
８
日
㈫
は
移
設
・
準
備
の
た

め
、
下
宿
児
童
館
・
つ
ど
い
の
広

場
を
お
休
み
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
現
状

４
／
６
㈰
～
15
㈫ 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
「
や
さ
し
さ
が　

走
る
こ
の
街

こ
の
道
路
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

４
月
６
日
㈰
～
15
日
㈫
ま
で
の
10

日
間
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
運
動
期
間
中

は
、
事
故
防
止
の
た
め
、
交
通
違

反
の
指
導
・
取
り
締
り
を
強
化
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
交

通
事
故
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
回
の
交
通
安
全
運
動

の
重
点
テ
ー
マ
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

　

防
止

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

③
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

　

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

　

し
い
着
用
の
徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

⑤
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

問
合
せ　

東
村
山
警
察
署
☎
042
・

393
・
０
１
１
０
、
道
路
交
通
課

◆
交
通
安
全
協
会
の
役
員
を
募
集

　

清
瀬
市
交
通
安
全
協
会
で
は
、

交
通
安
全
に
関
心
を
持
ち
、
春
・

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
な
ど
に

お
い
て
、
街
頭
指
導
で
き
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

20
歳
以
上
の
男
性
。
若
干

名※
制
服
な
ど
は
貸
与
し
ま
す
。

申
込
み　

４
月
15
日
ま
で
に
電
話

ま
た
は
直
接
道
路
交
通
課
へ

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
・

去
勢
手
術
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　

捨
て
ら
れ
た
飼
い
猫
や
そ
の
子

猫
、
そ
の
よ
う
な
猫
が
繁
殖
し

た
、
い
わ
ゆ
る「
飼
い
主
の
い
な

い
猫
」は
、
多
く
が
子
猫
の
う
ち

に
命
を
落
と
し
、
生
き
延
び
て
も

愛
情
を
受
け
る
こ
と
な
く
一
生
を

過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
そ
の
よ
う
な「
飼
い

主
の
い
な
い
猫
」を
減
ら
し
、
被

害
や
迷
惑
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
不
妊
・
去
勢
手
術
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
対
象　

市
内
に
生
息
す
る

「
飼
い
主
の
い
な
い
猫
」
の
世
話

を
し
て
い
る
市
民
・
地
域
猫
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

助
成
金
交
付
決
定
及
び
手
術
の
実

施　

審
査
の
結
果
、
助
成
金
交
付

決
定
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
方

は
、
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
お
お

む
ね
60
日
以
内
に
手
術
を
実
施
し

て
く
だ
さ
い
。
病
院
か
ら
猫
を
引

き
取
っ
た
後
は
、
手
術
済
み
で
あ

る
こ
と
が
外
見
か
ら
判
断
で
き
る

よ
う
、
耳
の
先
に
Ｖ
の
字
カ
ッ
ト

を
し
、
捕
獲
し
た
場
所
に
戻
し
て

く
だ
さ
い

助
成
金
の
請
求　

手
術
完
了
後
、

助
成
金
交
付
決
定
通
知
書
に
同
封

し
た
、
指
定
の
請
求
書
に
動
物
病

院
発
行
の
領
収
書（
原
本
）
を
添

付
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い

助
成
限
度
額　

１
匹
に
付
き
、
メ

ス
は
５
千
円
・
オ
ス
は
２
千
500
円

※
手
術
に
要
し
た
費
用
と
助
成
限

度
額
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
を
助

成（
助
成
限
度
額
を
超
え
た
費
用

は
申
込
者
負
担
）。
当
該
猫
が
診

断
の
結
果
、
手
術
済
み
と
判
明
し

た
場
合
や
不
測
の
事
態
で
実
施
で

き
な
か
っ
た
場
合
の
麻
酔
・
診
断

な
ど
に
要
し
た
費
用
は
、
助
成
対

象
外
。

※
予
算
に
限
り
が
あ
る
た
め
申
請

前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
申
請
後

は
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

手
術
実
施
前
に
、
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接

水
と
緑
の
環
境
課
環
境
衛
生
係
へ

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
市
役
所

１
階
に
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配
置

　

市
で
は
今
年
度
か
ら
、
来
庁
者

の
多
い
市
役
所
本
庁
舎
１
階
フ
ロ

ア
に「
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」

を
配
置
し
ま
す
。

　

フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
皆

さ
ん
が
市
役
所
来
庁
時
に
感
じ
ら

れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
戸
惑
い
や
不
安

を
取
り
除
き
、
安
心
し
て
ス
ム
ー

ズ
に
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
手
続
き
を
担
当
す
る
窓

口
へ
の
案
内
や
住
民
票
の
写
し
な

ど
の
申
請
書
を
書
く
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

　

ま
た
、
待
ち
番
号
札
の
発
券
な

ど
、
よ
り
簡
単
に
手
続
き
が
で
き

る
よ
う
に
分
か
り
や
す
く
、
丁
寧

に
ご
案
内
し
ま
す
。

開
始
日　

４
月
１
日
㈫
～（
土
曜

窓
口
を
除
く
）

実
施
場
所　

市
民
課
フ
ロ
ア（
市

役
所
本
庁
舎
１
階
）

業
務
内
容　

窓
口
案
内
、
待
ち
番

号
札
の
発
券
、
申
請
書
の
案
内
・

申
請
書
へ
の
記
載
補
助
、
記
載
台

の
清
掃
・
整
理

問
合
せ　

市
民
課

児
童
手
当
な
ど
の
支
給
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当
は

６
月
・
10
月
・
平
成
27
年
２
月
に
、

児
童
扶
養
手
当
は
４
月
・
８
月
・

12
月
に
そ
れ
ぞ
れ
前
月
分
ま
で
の

手
当
（
４
か
月
分
ず
つ
・
左
表
の

と
お
り
）を
支
給
し
ま
す
。

　

各
手
当
の
支
給
時
に
は
支
払
通

知
書
を
送
付
し
ま
せ
ん
。
通
帳
の

記
帳
な
ど
で
入
金
を
確
認
し
て
く

支給日 内　訳

６月
13 日㈮

２月～
５月分

10 月
15 日㈬

６月～
９月分

平成 27 年
２月
13 日㈮

10 月～
平成 27 年
１月分

支給日 内　訳

４月
15 日㈫

平 成 25 年
12 月～
26 年３月分

８月
15 日㈮

4月～
7月分

12 月
15 日㈪

８月～
11 月分

児童手当・児童育成手当

児童扶養手当 だ
さ
い
。

※
年
度
途
中
で
手
当
の
受
給
資
格

が
な
く
な
っ
た
方
へ
は
、
資
格
消

滅
日
の
翌
月
に
手
当
を
支
給
。

※
原
則
と
し
て
各
支
給
月
の
15
日

が
振
込
日
。
15
日
が
土
・
日
曜
日
、

祝
日
の
場
合
は
、
直
前
の
金
融
機

関
営
業
日
が
振
込
日
。

問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
助
成
係

記載補助をするフロア
マネージャー（イメージ）

支給年間スケジュール住宅工事事業者
（職人さん）を紹介
　「清瀬市住宅工事あ
っせん事業協力会」で
は、市（産業振興課）
で受け付けをされた方
に協力会の職人さんを
依頼内容に応じて紹介
しています。協力会に
は、大工・土木・屋根
・水道・電気・造園・
タイル・ガラス・ブロ
ック・ガスなど、さま
ざまな工事に携わる職
人さんがいます。
　見積もりのみでも相
談に応じますので、ぜ
ひご利用ください。
受付・問合せ　産業振
興課

１

２ ３

中・高生の新たな居場所と
なる「下宿児童館」

子
ど
も
た
ち
が
安
全
・
安
心
に
過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
に
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①歌声サロン
　懐かしい名曲、プロによる生演
奏に合わせて歌ってみませんか。
日時　４月 16 日㈬午後２時～４
時
講師　音楽アドバイザー　杉山公
章氏
費用　1,000 円（全席自由）
※チケットは当日券のみ。（午後
１時 30 分から販売）
②清瀬けやき亭落語応援会
　和室で楽しむ若手噺

はなし

家による
落語会。定員 40 人。
日時　４月 26 日㈯午後２時～４
時
費用　1,000 円・小学生 500 円（全
席自由・椅子席あり）
③ベビーマッサージ教室
　服を着たまま、家庭でも簡単に
できる赤ちゃんへのマッサージ。
好評につき、午後のクラスを追加

しました。
対象　２か月～ハイハイ前までの
赤ちゃん。定員 10 人
日時　４月 15 日㈫午前 10 時 30
分～正午・午後１時 30 分～３時
講師　ロイヤルマッサージセラピ
スト　小宮しのぶ氏
費用　600 円
④清瀬つながり亭 マイク１本　
　永六輔
　異なるジャンルで活躍する話芸
の達人４人が送るトークライブ。
日時　６月 24 日㈫午後７時～（開
場は午後６時 30 分）
出演　永六輔、松元ヒロ、山田雅
人、林家彦いち
費用　前売り一般 4,000 円・友の
会 3,700 円（全席指定・未就学児
入場不可）
※チケットは４月 20 日㈰（電話
予約は 21 日㈪）から発売。友の
会先行販売あり。
申込み　①は直接会場へ。②から
④は直接または電話で清瀬けやき
ホール☎ 493・4011 へ

◆世界の料理教室（タイ編）
　本場のタイ料理を作りましょ
う。定員 24 人。
日時　４月 22 日㈫午前 10 時～午
後１時
費用　1,500 円（材料費込み）
※託児あり。（１世帯 500 円・要
事前予約）
◆はじめてのフラ
　心と体をリフレッシュさせませ
んか。初めての方も安心して参加
できる教室です。定員 16 人。
日時　体験教室＝４月 24 日㈭午
後２時～３時 30 分・定期教室＝
５月１日㈭からの毎週木曜日午後
２時～３時 30 分（５月 29 日は休

　身近なイベント
や、まちかどの話
題を皆さんから募
集しています。

　３月10日、
市役所で市と
日本社会事業
大学・明治薬
科大学・国立
看護大学校に
よる「清瀬市
と市内３大学
との連携に関
する協定」を

「清瀬市と市内３大学との
連携に関する協定」を締結

協定を締結した渋谷市長（左端から
２人目）と田村 看護大学校長（左）、
大嶋 日本社会事業大学長（右から２
人目）、石井 明治薬科大学長

東日本大震災で被災された方の証明書手数料の減免を終了

「 子 ど も 読 書 の 日 」に 関 す る 図 書 館 事 業

　１月９日、東
京保護観察所（千
代田区霞が関一
丁目）で「第 63 回
社会を明るくする
運動作文コンテス
ト」の表彰式が行
われました。
　都内の小学生部
門で畔上夏綺さん
（清小６年）が佳

「社会を明るくする運動」作文コン
テストで清瀬の子どもが佳作を受賞

受賞された畔上さん

作を、また、清明小学校と第二・三・
五中学校が奨励賞を受賞しました。お
めでとうございます。

締結しました。
　市では、この包括的な連携協定を基に、
相互の知的・人的・物的資源などを活用す
るとともに、情報共有を図ることによって、
福祉・健康・教育・環境・防災などの分野
において、個性豊かで活力に満ちた地域社
会づくりを目指します。
問合せ　企画課

特別障害者手当など
の 手 当 額 が 改 正
　消費者物価指数の変動
により、４月１日㈫から特
別障害者手当などの手当額
が、下表のとおり、改正さ
れます。
問合せ　障害福祉課

平成
25 年度

（月額）
26 年度

（月額）
特別障害者

手当 26,080 円 26,000 円
障害児福祉

手当 14,180 円 14,140 円
経過的福祉

手当 14,180 円 14,140 円

特別児童
扶養手当

１級 50,050 円 49,900 円

２級 33,330 円 33,230 円

改正される手当額一覧

み・全６回）
費用　体験教室＝ 500 円・定期教
室＝ 4,200 円（全６回）
◆小学生向けアートセラピー教室
　～アートのひびき　ジョイビー
　ト～
　誰とも違う「わたしらしさ」を
表現し、自己肯定感や未来を切り
拓
ひ ら

く力を育てます。
対象　小学生（体験教室のみ親子
参加可）。定員 10 人
日時　無料体験教室＝４月 20 日
㈰午後２時～４時・定期教室＝月
１回日曜日（５月 18 日・６月 22
日など）午後２時～４時
費用　3,240 円（月１回・材料費
込み）
申込み　いずれも直接または電話
でコミュニティプラザひまわり☎
495・5100 へ

　４月23日㈬の「子ども読書の日」に合わせて、「子ども
会」と「読書スタンプラリー」を実施します。参加希望の方
は、各図書館に直接お申し込みください。
問合せ　中央図書館☎ 493・4326
◆子ども会

　読み聞かせや工作などを実施します。
対象　幼児～小学生。定員各 20 人
日時・場所・内容　下表のとおり

◆読書スタンプラリー

　期間中、市内各図書館において、本を借りた方にスタ
ンプを１つ押します（１日１回限り）。参加者には、記念
品を交換期間中にプレゼントします。
対象　幼児～小学生
期間　スタンプ押印期間＝４月１日㈫（スタンプラリーカ
ード配布開始）～ 30日㈬・記念品交換期間＝５月１日㈭
～ 15日㈭のいずれも開館時間内

日時 場所 内容

４月 16 日㈬

午後３時30分～
（40 分間程度）

竹丘図書館
☎ 495・1555

ぼくにも作れるアニメー
ションぱたぱたアニメ

４月 23 日㈬
野塩図書館

☎ 493・4086
かんたん！かんたん！手づ
くりえほん

元町こども図書館
☎ 495・8666

ぬいぐるみの「図書館お
とまり会」

４月 30 日㈬ 中央図書館
☎ 493・4326

オリジナル読書ノートを
作ろう！

５月７日㈬ 下宿図書館
☎ 495・5432

パネルシアター「ヘンゼ
ルとグレーテル」

手数料を徴収する事項 手数料額
戸籍の謄本・抄本または戸籍の全部事項証明・個人
事項証明 450 円

除籍の謄本・抄本または除籍の全部事項証明・個人
事項証明 750 円

戸籍の記載事項証明 350 円
除籍の記載事項証明 450 円
届出・申請の受理または届書その他の記載事項証明 350 円
印鑑登録証明

300 円

身分証明
住民票の写しの証明
戸籍の附票の写しの証明
除かれた住民票の写しの証明
除かれた戸籍の附票の写しの証明
住民票記載事項証明
戸籍の附票の記載事項証明
市・都民税課税証明
市・都民税非課税証明

　市では、東日本大震災で
被災された方の負担軽減を
図るため、住民票の写しや
印鑑登録、戸籍の謄本・抄
本または戸籍の全部事項・
個人事項などの証明書手数
料の減免措置を実施してき
ました。
　この度、震災から３年が
経過し、一定の役割を果た
してきたと判断したことか
ら、３月31日をもって、こ
れらの減免措置を終了しま
した。
減免が終了する手数料　右
表のとおり
※詳しくは下記へ。
問合せ　市民課住民係

平成 26 年度
清瀬市職員募集

－保健師（若干名）
資格　保健師の資格を
有する方
募 集 要 項　４月 11 日
㈮午後５時まで職員課
で配布（市ホームペー
ジからもダウンロード
可）
※詳しくは募集要項を
ご覧ください。
申込み　４月11日まで
（平日のみ。郵送の場
合は必着）に、所定の
用紙に必要事項を記入
し、資格を証明するも
のの写しを添えて、直
接または郵送で職員課
職員係へ

太 陽 光 発 電 シ ス テ ム な ど の 設 置 に 補 助 金 を 支 給

第
１
期

機器
設置日

１月１日㈬～
６月 30 日㈪

申込み期間 ６月２日㈪～
８月８日㈮

第
２
期

機器
設置日

７月１日㈫～
12 月 31 日㈬

申込み期間
12 月１日㈪～
平成 27 年２月

６日㈮
※申込み時間は、いずれも平
日午前８時 30 分～午後５時。

平成 26 年度 申込み期間

　住宅用新エネルギー・
省エネルギー機器の設置
に掛かる費用の一部を助
成します。（各期申込み者
多数の場合抽選）
対象　次のすべての条件
を満たす方。①市内に住
民登録し、実際に居住し
ている②市税の滞納がな
い③補助対象設備を自ら
居住する住宅に新たに設
置、または設置された新
築住宅を購入、もしくは
市内において中古住宅の
購入に併せて新たに設置
補 助 額　太 陽 光 発 電 シ
ステム＝１㌗あたり３万
円（上限 10 万円）、家庭
用燃料電池（エネファー
ム）＝一律５万円
必 要 書 類　所定の申込

書、工事請負契約書また
は売買契約書の写し、設
置設備の明細（内訳）、設
置後の状況を確認でき
る写真、東京電力の「購
入電力量のお知らせ」の
写し（太陽光発電システ
ムの場合）または東京ガ
スの「施工報告書」の写
し（家庭用燃料電池の場
合）、設置機器が確認で
きるカタログ、納税証明
書（発行後３か月以内）、
機器を設置した住宅の案
内図など
※詳しくは市ホームペー
ジまたは下記へ。
申込み　補助対象機器の
設置日（太陽光発電シス
テム＝東京電力の「購入
電力量のお知らせ」に記

載された「お客様から購
入を開始した日」、家庭
用燃料電池＝東京ガスの
「マイホーム発電試運転
チェック兼施工報告書」
に記載された「電力会社
調査日」）に応じた申込み
の受付期間内（下表参照）
に必要書類を添えて、直
接水と緑の環境課環境衛
生係へ（郵送不可）

使 用 済 み 小 型 家 電 の 回 収 場 所 を 拡 大
　使用済み小型家電（回収品目は下表参照）の回収場所
を 13 か所に拡大し、PR用ののぼり旗を設置しました。
回収場所　市役所、松山・野塩・竹丘・中里・下宿地域
市民センター、中央図書館、消費生活センター、児童セ
ンター、市民活動センター、清瀬けやきホール、コミュニ
ティプラザひまわり、ごみ減量推進課
※利用時間は、各施設の開館時間内となります。
問合せ　ごみ減量推進課☎ 493・3750

IC レコーダー AC アダプタ MD プレーヤー カメラ
携帯型ゲーム機 ゲーム用コントローラ CD プレーヤー 据置型ゲーム機

テープレコーダー デジタルオーディオ
プレーヤー デジタルカメラ 電気かみそり

電子体温計 電卓 電動歯ブラシ 電話機
ビデオカメラ ヘアドライヤー ヘッドホン・イヤホン リモコン



☆
サ
ー
ク
ル
仲
間
募
集

26・４・１

☆
催
し
物

６

市
民
伝
言
板

　

詩
吟

　

初
心
者
大
歓
迎
。
大
き
な
声
を

出
し
て
ス
ト
レ
ス
解
消
。
市
の
文

化
祭
・
流
派
の
発
表
会
な
ど
も
あ

り
。
人
生
を
仲
間
と
一
緒
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。火
曜
14
時
～
16
時
、

個
人
宅
（
野
塩
五
丁
目
）、
入
会

金
２
千
円
・
月
会
費
３
千
円
、
詩

吟
渓
月
流
・
土
屋
☎
080
・
５
０
６

２
・
７
６
５
８

募
集
コ
ー
ナ
ー
は
７
面
に
続
く

　

茶
道
教
室

　
「
お
も
て
な
し
」
の
心
を
茶
道

で
学
び
ま
せ
ん
か
。
楽
し
み
な
が

ら
習
う
教
室
で
す
。
見
学
者
・
初

心
者
歓
迎
。
日
時
は
委
細
面
談
、

個
人
宅（
中
里
五
丁
目
）、
月
会

費
４
千
円
、
お
茶
室
・
一
期
庵
・

桑
原
☎
492
・
８
９
９
３

声
の
練
習
場

　

基
本
コ
ー
ス
で
発
声
の
仕
組
み

を
知
り
、
練
習
コ
ー
ス
で
究
極
の

締
め
方
・
緩
め
方
に
慣
れ
、
発
声

体
力
を
鍛
え
ま
す
。
日
曜
９
時
～

12
時
、下
宿
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、

入
会
金
千
円（
初
回
無
料
）、安
定

ボ
イ
ス
・
香
川
☎
492
・
６
５
５
３

　

マ
ー
ジ
ャ
ン

　

健
康
な
長
寿
に
は
楽
し
み
と
会

話
が
必
要
で
す
。
メ
ン
バ
ー
の
平

均
年
齢
は
75
歳
以
上
で
す
が
、
元

気
溌は

つ
ら
つ刺
、
意
気
軒け

ん
こ
う昂
で
す
。
水
曜

12
時
～
17
時
、
中
清
戸
住
宅
第
３

集
会
所（
中
里
五
丁
目
）、
月
会

費
２
千
円
、
旭
ク
ラ
ブ
・
瓜
生
☎

492
・
８
３
２
８

　

篆
刻
と
書
道

　

初
心
者
歓
迎
。初
歩
か
ら
指
導
、

公
募
展
出
展
へ
と
導
く
。
第
２
水

曜
19
時
～
21
時
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
、
月
謝
３
千
円（
書
道
の
み

の
人
は
千
円
）、
清
瀬
篆
刻
同
好

会
・
西
原
☎
491
・
８
３
７
９

―
春
の
横
浜
、
癒
し
の
う
ぉ
ー
く

　

春
の
暖
か
い
日
を
浴
び
な
が
ら

ゆ
っ
た
り
横
浜
を
歩
き
ま
し
ょ

う
。
港
の
見
え
る
丘
公
園
や
三
渓

園
、
元
町
公
園
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
が
横
浜
の
魅
力
を
ご
案
内

し
ま
す
。（
約
10
㌔
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）。

先
着
25
人

日
時　

４
月
13
日
㈰
午
前
７
時
～

（
予
備
日
＝
４
月
20
日
㈰
）。
集
合

・
解
散
＝
清
瀬
駅
北
口
交
番
前

場
所　

み
な
と
み
ら
い
周
辺（
神

奈
川
県
横
浜
市
）

費
用　

３
千
円（
保
険
料
・
入
館

料
・
交
通
費
・
茶
菓
子
代
な
ど
）

持
ち
物　

弁
当
・
飲
み
物
・
雨
具

・
筆
記
用
具
・
健
康
保
険
証
・
タ

オ
ル

申
込
み　

４
月
１
日
か
ら
９
日
ま

で
の
平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
に
電
話
予
約
し
た
後
、
費

用
を
持
参
し
、
直
接
生
涯
学
習
ス

ポ
ー
ツ
課
☎
495
・
７
０
０
１
へ

　

春
の
草
木
で
染
色
を
学
び
ま

す
。

対
象　

市
内
在
住
の
方
優
先
。
先

着
20
人

日
時　

４
月
18
日
㈮
午
前
10
時
～

午
後
３
時

場
所　

郷
土
博
物
館

講
師　

中
村
千
代
氏

費
用　

３
千
500
円

申
込
み　

４
月
１
日
か
ら
電
話
で

郷
土
博
物
館
☎
493
・
８
５
８
５
へ

（
４
月
１
日
か
ら
８
日
ま
で
は
、

市
内
在
住
の
方
の
み
受
け
付
け
。

４
月
８
日
ま
で
に
定
員
に
満
た
な

い
場
合
は
、
４
月
９
日
か
ら
市
外

の
方
も
受
け
付
け
）

　

郷
土
博
物
館
敷
地
内
の
自
然
観

察
コ
ー
ス
に
生
息
す
る
草
花
や
樹

木
な
ど
を
観
察
し
ま
す
。

日
時　

４
月
５
日
㈯
午
前
10
時
～

正
午（
雨
天
時
は
映
像
展
示
室
で

自
然
講
座
を
開
催
）

場
所　

郷
土
博
物
館

講
師　

郷
土
博
物
館
長

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ　

郷
土
博
物
館
☎
493
・
８

５
８
５

　

健
康
体
操

　

ス
ト
レ
ッ
チ
や
リ
ズ
ム
体
操

で
、
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

せ
ん
か
。
見
学
・
体
験
大
歓
迎（
無

料
）。火
・
木
曜
９
時
30
分
～
11
時
、

下
宿
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
入
会

金
千
円
・
月
会
費
３
千
円
、
清
瀬

健
康
体
操
ク
ラ
ブ
・
滝
本
☎
491
・

２
３
６
７

　

健
康
麻
雀

　

健
康
麻
雀
と
は
「
賭
け
な
い
、

飲
ま
な
い
、
吸
わ
な
い
」
で
楽
し

む
麻
雀
で
す
。
心
や
さ
し
い
仲
間

が
待
っ
て
い
ま
す
。
水
曜
13
時
～

17
時（
都
合
に
よ
り
休
み
に
な
る

日
あ
り
）、
竹
丘
老
人
い
こ
い
の

家
、
無
料
、
健
康
麻
雀
サ
ロ
ン「
と

　

ペ
ン
習
字

　

ペ
ン
で
字
を
き
れ
い
に
書
き
ま

し
ょ
う
。
日
時
・
場
所
は
電
話
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
費
用

千
円（
教
材
費
含
む
）、
清
瀬
ペ

ン
習
字
会
・
星
田
☎
495
・
６
２
９

５
　

親
子
ダ
ン
ス
・
ス
ト
リ
ー
ト
ダ

　

ン
ス

　

ダ
ン
ス
に
興
味
の
あ
る
子
ど
も

達
・
運
動
不
足
の
お
と
な
の
方
・

未
就
園
児
の
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

楽
し
く
体
を
動
か
し
た
い
方
募
集

中
。
①
小
学
１
～
３
年
生
＝
火
曜

18
時
～
19
時
②
幼
児
＝
木
曜
16
時

～
17
時
③
中
学
生
＝
火
曜
19
時
15

分
～
20
時
45
分
④
親
と
未
就
園
児

＝
木
曜
10
時
30
分
～
11
時
45
分
⑤

　

英
会
話

　

小
学
４
年
生
か
ら
中
学
生
対
象

の
ク
ラ
ス
で
す
。
ア
メ
リ
カ
人
の

先
生
と
楽
し
く
、
無
理
な
く
会
話

を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。
月
３
回

水
曜
18
時
30
分
～
、
松
山
地
域
市

民
セ
ン
タ
ー
、
月
会
費
６
千
円
、

フ
ァ
ン
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
瀬

戸
口
☎
491
・
４
２
１
２

　

五
行
歌

　

清
瀬
五
行
歌
会
五
周
年
記
念
歌

会
。
五
行
歌
創
始
者
・
草
壁
焔
太

氏
講
演
。
五
行
歌
会
も
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
４

月
10
日
13
時
30
分
～
16
時
30
分
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、見
学
無
料
、

清
瀬
五
行
歌
会
・
髙
橋
☎
491
・

１
３
５
３

自

然

観

察

会

　

第
36
回
清
瀬
市
民
謡
連
盟
大
会

　

清
瀬
市
民
謡
連
盟
の
発
表
会
。

民
謡
の
他
、
舞
踊
友
の
会
や
会
員

の
舞
踊
も
あ
り
ま
す
。
春
の
一
日

を
日
本
の
伝
統
芸
能
で
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。
４
月
26
日
13
時
～
、

清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル
、入
場
無
料
、

清
瀬
市
民
謡
連
盟
・
石
垣
☎
491
・

２
７
２
７

―「
イ
ヌ
ワ
シ　

風
の
砦
」

　

イ
ヌ
ワ
シ
の
生
態
を
、
７
年
間

に
わ
た
っ
て
観
察
し
た
記
録
。

　

火
星
人
は
い
る
と
思
い
ま
す

か
？　

４
月
14
日
㈪
、
火
星
が
地

球
に
最
接
近
し
ま
す
。
探
査
機
キ

ュ
リ
オ
シ
テ
ィ
が
明
ら
か
に
す
る

火
星
の
新
た
な
姿
と
存
在
す
る
か

プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

「
現
在
火
星
接
近
中
！

～
火
星
に
生
命
を
探
せ
～
」

幼
児
リ
ト
ミ
ッ
ク

親
子
で
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
歌

っ
た
り
踊
っ
た
り
す
る
サ
ー
ク

ル
。
新
２
歳
児（
平
成
26
年
度
中

に
２
歳
に
な
る
お
子
様
）
の
会
員

募
集
。
新
３
歳
児
も
募
集
中
。
無

料
体
験
実
施
中
。
月
３
回
木
曜
10

時
～
10
時
40
分
・
11
時
～
11
時
40

分
、
竹
丘
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、

入
会
金
千
円
・
月
会
費
２
千
500
円

・
教
材
費
千
100
円（
年
間
）、
幼
児

リ
ト
ミ
ッ
ク
た
ん
ぽ
ぽ
・
緒
方
☎

495
・
９
０
８
５

小
学
４
～
６
年
生
＝
木
曜
18
時
～

19
時
30
分
⑥
成
人
＝
木
曜
19
時
45

分
～
21
時
15
分
、
①
～
④
は
市
民

体
育
館
・
⑤
⑥
は
中
里
地
域
市
民

セ
ン
タ
ー
、
会
費
３
千
～
４
千
500

円
、
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
＆
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｌ
・
鈴

木
☎
090
・
２
７
６
４
・
４
４
１
０

春
季
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

映
画
会
「
大
自
然
」

日
時　

４
月
12
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～

場
所　

郷
土
博
物
館

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ　

郷
土
博
物
館
☎
493
・
８

５
８
５

春

の

染

物

教

室

　

第
30
回
定
期
総
会
。
終
了
後
は
、

①
昨
年
復
活
し
た
郷
土
伝
統
行
事

「
ひ
き
ず
り
餅
」
の
記
録
映
像
の

映
写
と
解
説
②
当
会
役
員
小
苅

米
、
当
館
長（
設
立
発
起
人
）
森

田
両
氏
に
よ
る
特
別
対
談
「
友
の

会
設
立
の
こ
ろ
」
を
行
い
ま
す
。

　

新
規
入
会
の
申
し
込
み
は
随
時

博
物
館
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　

４
月
26
日
㈯
午
後
1
時
30

分
～

場
所　

郷
土
博
物
館

費
用　

定
期
総
会
は
無
料
・
友
の

会
入
会
者
は
年
会
費
千
円

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ　

郷
土
博
物
館
☎
493
・
８

５
８
５

郷
土
博
物
館
友
の
会
総
会

和

裁

教

室

　

一
年
を
通
じ
て
和
裁
の
知
識
と

技
術
を
学
び
、
肌
襦じ

ゅ
ば
ん袢
と
浴
衣
の

完
成
を
目
指
し
ま
す
。

対
象　

 

和
裁
に
興
味
の
あ
る
初

心
者
の
方（
市
内
在
住
の
方
優

先
）。
先
着
１２
人

日
時　

毎
月
平
均
２
回
火
曜
日
午

前
９
時
30
分
～
正
午（
８
月
・
12

月
を
除
く
・
全
18
回
。
初
回
は
４

月
15
日
）

場
所　

郷
土
博
物
館

講
師　

西
川
志
づ
江
氏
・
和
裁
教

室
継
続
受
講
生

費
用　

２
千
円

持
ち
物　

裁
縫
道
具
・
物
差
し
・

筆
記
用
具
・
さ
ら
し
１
反

申
込
み　

４
月
１
日
か
ら
電
話
で

郷
土
博
物
館
☎
493
・
８
５
８
５
へ

（
４
月
１
日
か
ら
８
日
ま
で
は
、

市
内
在
住
の
方
の
み
受
け
付
け
。

４
月
８
日
ま
で
に
定
員
に
満
た
な

い
場
合
は
、
４
月
９
日
か
ら
市
外

の
方
も
受
け
付
け
）

―
映
画
音
楽
特
集

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
で
、
映

画
音
楽
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
と
な
ま
で
ど
な

た
も
ど
う
ぞ
。
曲
目
は「
パ
イ
レ

ー
ツ
オ
ブ
カ
リ
ビ
ア
ン
」「
魔
女

の
宅
急
便
」「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」

他
。
指
揮
者
体
験
や
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
伴
奏
で「
ポ
ニ
ョ
」
を
歌
う

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

４
月
13
日
㈰
午
後
２
時
～

（
開
場
は
午
後
１
時
30
分
）

場
所　

児
童
セ
ン
タ
ー

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ　

清
瀬
管
弦
楽
団
・
西
村

☎
491
・
１
７
４
９　

kiyoseorc@
yahoo.co.jp

も
し
れ
な
い
生
命
に
関
す
る
興
味

深
い
説
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
時　

４
月
12
日
㈯
～
６
月
１
日

㈰
、
平
日
＝
午
後
１
時
～
・
午
後

３
時
50
分
～
、
土
・
日
曜
日
、
祝

日
と
４
月
30
日
㈬
＝
午
後
１
時
10

分
～
・
午
後
３
時
50
分
～（
投
影

時
間
約
45
分
）。
５
月
以
降
は
投

影
時
間
が
変
わ
り
ま
す

場
所　

多
摩
六
都
科
学
館（
西
東

京
市
芝
久
保
町
五
丁
目
）

費
用　

お
と
な
千
円
・
４
歳
～
高

校
生
400
円（
観
覧
付
入
館
券
）

※
直
接
会
場
へ
。
詳
し
く
は
同
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.
tam

arokuto.or.jp

へ
。

問
合
せ　

多
摩
六
都
科
学
館
☎

042
・
469
・
６
１
０
０

講
演
と
人
権
の
森
め
ぐ
り

―
講
演「
苦
し
み
は
喜
び
を
つ
く

　

る
」

　

講
演
終
了
後
、
資
料
館
展
示
室

見
学
・
園
内
人
権
の
森
め
ぐ
り
・

桜
並
木
散
策
な
ど
。
定
員
70
人
。

日
時　

４
月
９
日
㈬
午
後
１
時
30

分
～
４
時

第
13
回
市
民
公
開
講
座

―
人
類
の
移
動
と
遺
伝
子
が
教
え

　

る
ハ
ン
セ
ン
病
発
祥
の
地
～
ら

　

い
菌
は
ど
の
よ
う
に
し
て
広
が

　

っ
た
の
で
し
ょ
う
～

日
時　

４
月
19
日
㈯
午
後
２
時
～

３
時（
受
け
付
け
は
午
後
１
時
30

分
～
）

場
所　

国
立
感
染
症
研
究
所
ハ
ン

セ
ン
病
研
究
セ
ン
タ
ー（
東
村
山

市
青
葉
町
四
丁
目
）

講
師　

国
立
感
染
症
研
究
所
ハ
ン

セ
ン
病
研
究
セ
ン
タ
ー
感
染
制
御

部
客
員
研
究
員　

松
岡
正
典
氏

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ　

国
立
感
染
症
研
究
所
ハ

ン
セ
ン
病
研
究
セ
ン
タ
ー
庶
務
課

庶
務
係
☎
042
・
391
・
８
２
１
１

日

本

語

学

習

支

援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

対
象　

講
座
終
了
後
、
清
瀬
国
際

交
流
会
に
入
会
し
、
日
本
語
教
室

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で

き
る
方
。
先
着
30
人

日
時　

５
月
7
日
～
６
月
25
日
の

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
～
９
時
・

５
月
18
日
㈰
＝
日
本
語
ス
ピ
ー
チ

発
表
会
の
見
学
・
６
月
＝
日
本
語

教
室
の
見
学（
全
10
回
）

場
所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

費
用　

３
千
円（
教
材
費
含
む
）

申
込
み　

４
月
１
日
か
ら
18
日
ま

で
に
所
定
の
申
込
み
用
紙（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
。
郵
送
希
望
の
方
は
左
記
へ
）

に
費
用
を
添
え
て
、
直
接
生
涯
学

習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
495
・
７
０
０
１

へ

場
所　

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館

（
東
村
山
市
青
葉
町
四
丁
目
・
多

磨
全
生
園
内
）

講
師　

同
資
料
館
語
り
部　

平
沢

保
治
氏

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ　

多
摩
東
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
事
務
局
・
江
藤（
東
京
法

務
局
府
中
支
局
内
）
☎
042
・
335
・

４
７
５
３

生
涯
学
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
ま
な
び
す
と
」
掲
載
団
体

　

市
民
主
体
の
サ
ー
ク
ル
な
ど
を

紹
介
す
る「
ま
な
び
す
と（
２
０

１
４
年
度
版
）」
の
掲
載
希
望
団

体
を
募
集
し
ま
す
。
政
治
・
宗
教
・

営
利
を
目
的
と
す
る
も
の
は
掲
載

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
昨
年
度
版

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
団
体
で
、
変

更
が
あ
る
場
合
は
変
更
届
の
ご
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
み　

４
月
30
日
ま
で
に
、
直

接
ま
た
は
電
子
申
請
で
生
涯
学
習

ス
ポ
ー
ツ
課
☎
495
・
７
０
０
１
へ

こ
ど
も
の
た
め
の
音
楽
会

　

チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ
で
紡
ぐ
春
の

　

し
ら
べ

　
「
白
鳥
」「
夢
の
あ
と
に
」「
子
供

の
領
分
」な
ど
、
チ
ェ
ロ
と
ピ
ア

ノ
の
春
の
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
。
出

演
＝
レ
・
ク
ロ
ッ
シ
ュ
「
宇
宿
真

紀
子（
ピ
ア
ノ
）＆
宇
宿
直
彰（
チ

ェ
ロ
）」。
４
月
26
日
19
時
～
20
時

50
分
、
ア
ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル
、
999

円（
高
校
生
以
下
500
円
）、
清
瀬

音
楽
鑑
賞
倶
楽
部
・
瓜
生
☎
493
・

５
６
９
１

ま
と
」・
渡
貫
☎
495
・
６
５
４
６



７

■
市
民
伝
言
板
利
用
案
内

　

５
月
15
日
号
掲
載
希
望
の
原
稿

は
、
４
月
１
日
午
前
８
時
30
分
か

ら
15
日
ま
で
の
間
に
左
記
窓
口
の

他
、
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
も
受

け
付
け
ま
す
。
先
着
20
枠
。

　

初
め
て
掲
載
依
頼
を
さ
れ
る
団

体
は
、
所
定
の
団
体
活
動
状
況
等

調
書
も
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
民
伝
言
板
掲
載
内
容

に
つ
い
て
は
、
直
接
各
団
体
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

秘
書
広
報
課

26・４・1

　

エ
ク
セ
ル
の
便
利
な
使
い
方　

　
（
書
式
設
定
）

　

午
前「
ゆ
っ
た
り
コ
ー
ス
」・

午
後「
挑
戦
コ
ー
ス
」。
便
利
な

使
い
方
で
、
あ
な
た
も「
エ
ク
セ

ル
が
出
来
る
人
」。
ぜ
ひ
ご
参
加

を
！　

４
月
26
日
、
午
前
＝
10
時

～
13
時
・
午
後
＝
13
時
30
分
～
16

時
30
分
、
清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル
、

千
円（
実
費
）、
ぱ
そ
っ
娘
・
海

老
川
☎
090
・
５
３
１
４
・
１
８
７

２

　

無
料
・
カ
ラ
オ
ケ
上
達
教
室

　

教
室
で
は
、
レ
ー
ザ
ー
に
よ
り

楽
し
く
上
手
に
歌
う「
コ
ツ
」
を

指
導
し
ま
す
。
講
師
は
全
日
本
カ

ラ
オ
ケ
協
会
師
範　

木
戸
保
。
４

月
３
日
・
10
日
・
17
日
・
24
日
13

時
～
16
時
30
分
、
松
山
地
域
市
民

セ
ン
タ
ー
、
清
瀬
秀
保
カ
ラ
オ
ケ

会
・
塚
越
☎
491
・
３
５
４
０

松山教室 ひまわり教室
午 前９時 30 分

～正午
午後１時

～３時 30 分
午前９時 30 分

～正午
午後１時

～３時 30 分

月曜日 パソコン超入門Win８/７ 個人レッスン
パソコン超入門
Win８/７/Vista

火曜日 初めてのワード
個人レッスン

初めてのワード

水曜日 初めての
エクセル

個人レッスン
（第２水曜日除く）

初めての
エクセル

木曜日 インターネットを使いこなそう
個人レッスン

（第２・４木曜日除く）
インターネット
を使いこなそう

金曜日
個人レッスン 個人レッスン 個人レッスン土曜日 個人レッスン日曜日

そ
の
他
コ
ー
ナ
ー
は
８
面
に
続
く

　

信
愛
の
園
見
学
と
デ
イ
サ
ー
ビ

　

ス
ミ
ニ
体
験

　

今
回
は
、
信
愛
の
園
で
見
学
会

を
行
い
ま
す
。
現
地
集
合
・
解

散
。
集
合
場
所
は
き
よ
せ
信
愛
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
。
信
愛
バ

ス（
13
時
清
瀬
駅
発
）
と
き
よ
バ

ス
利
用
可
。
４
月
９
日
13
時
30
分

～
15
時
30
分
、
信
愛
の
園（
梅
園

二
丁
目
）、
無
料
、
中
里
健
や
か

ク
ラ
ブ
・
田
島
☎
492
・
５
７
７
９

　

デ
ッ
サ
ン
展
覧
会

　

絵
を
志
す
仲
間
の
清
瀬
デ
ッ
サ

ン
会
34
回
展
開
催
。
４
月
８
日
～

13
日
10
時
～
18
時（
初
日
は
12
時

か
ら
、
最
終
日
は
17
時
ま
で
）、

郷
土
博
物
館
、
無
料
、
清
瀬
絵
画

デ
ッ
サ
ン
会
・
矢
島
☎
090
・
８
８

年

金

情

報

―
平
成
26
年
度
の
国
民
年
金
保
険

　

料
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

　

４
月
か
ら
平
成
27
年
３
月
ま
で

の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
１
か
月

１
万
５
千
250
円
で
す
。
国
民
年
金

１
号
被
保
険
者
の
方
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
、
平
成
26
年
度
の
国
民

年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
が
４
月

上
旬
に
発
送
さ
れ
ま
す
。
保
険
料

は
、
１
年
前
納
す
る
と
３
千
250
円

割
引
き
、
半
年
ず
つ
前
納
す
る
と

千
480
円
割
引
き
さ
れ
ま
す
。
現
金

前
納
の
お
支
払
い
は
４
月
30
日
㈬

ま
で
で
す
。

―
４
月
（
６
月
支
払
い
分
）
か
ら

　

の
年
金
額
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
（
６
月
支
払
い
分
）
か
ら

の
年
金
額
は
、
平
成
25
年
10
月
か

ら
平
成
26
年
３
月
ま
で
の
年
金
額

か
ら
0.7
㌫
の
引
き
下
げ
が
行
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
に
伴
う
年
金
額
は
、

６
月
に
送
付
さ
れ
る
年
金
額
改
定

通
知
書
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

武
蔵
野
年
金
事
務
所
☎

０
４
２
２
・
56
・
１
４
１
１

　

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

　

市
民
を
対
象
に
、
奥
武
蔵
で
市

民
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実
施
。
奥
武
蔵

の
山
で
気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
し

ま
せ
ん
か
。
途
中
山
菜
を
摘
み
、

お
昼
に
山
菜
の
天
ぷ
ら
を
賞
味
し

ま
す
。
４
月
20
日
８
時（
清
瀬
駅

北
口
り
そ
な
銀
行
前
集
合
）～
16

時（
解
散
予
定
）、
参
加
費
200
円

（
交
通
費
は
実
費
）、清
瀬
岳
友
会
・

五
十
嵐
☎
491
・
５
３
６
０（
19
時

以
降
）

　

骨
密
度
測
定
、
測
定
結
果
の
説

明
と
健
康
・
栄
養
相
談
。

対
象
　
市
内
在
住
で
18
歳
～
64
歳

の
方
（
１
年
以
内
に
検
査
を
受
け

た
方
、
骨
粗
し
ょ
う
症
治
療
中
の

方
は
除
く
）。
午
前
・
午
後
と
も

に
先
着
40
人

日
時　

４
月
30
日
㈬
午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分
・
午
後
１
時
～
３

時場
所　

健
康
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　

健
康
手
帳
（
お
持
ち
の

５
９
・
９
６
７
６

エ

ク

セ

ル

初

歩

（
出

納

帳
の
作

成
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
で
、文
字
入
力
の
で
き
る
方
。

各
コ
ー
ス
定
員
20
人
（
応
募
者
多

数
の
場
合
抽
選
）

日
時　

左
表
の
と
お
り
（
４
日
間

で
１
コ
ー
ス
・
各
コ
ー
ス
同
内
容
）

コ
ー
ス
名

エクセル
１

エクセル
２

エクセル
３

月  

日

５月
10日㈯
11日㈰
17日㈯
18日㈰

13日㈫
14日㈬
20日㈫
21日㈬

15日㈭
16日㈮
22日㈭
23日㈮

時  

間
午前 10 時～
正午

午後１時
30 分～
３時30分

費
用　

千
円

場
所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

申
込
み　

４
月
８
日（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
郵
便
料
金
の
改
定
に
伴

う
変
更
後
の
料
金
に
対
応
し
た
往

復
は
が
き（
104
円
）
に
教
室
名
・

希
望
コ
ー
ス
名
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒

204
―
０
０
２
１
元
町
１
―
２
―
11

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
495
・

７
０
０
１
へ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室
（
５
月
募
集
）

―
コ
ー
ス
名
称
・
内
容
を
一
新
！

日
時
な
ど　

左
表
の
通
り

※
詳
し
く
は
各
地
域
市
民
セ
ン
タ

ー
に
あ
る
チ
ラ
シ
ま
た
は
同
教
室

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.
kiyose-sc.or.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

今
月
の
締
切　

４
月
23
日（
必
着
）

問
合
せ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

　

一
人
暮
ら
し
の
方
・
料
理
の
苦

手
な
方
、
簡
単
に
作
れ
る
家
庭
料

理
を
栄
養
士
が
準
備
し
て
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
一
緒
に
楽
し
く

試
食
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　

市
内
在
住
で
65
歳
以
上
の

方
。
先
着
10
人

日
時　

５
月
８
日
㈭
正
午
～
午
後

１
時
30
分

場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

費
用　

300
円
（
試
食
費
）

持
ち
物　

手
拭
き
タ
オ
ル
・
筆
記

用
具

申
込
み　

４
月
１
日
か
ら
電
話
で

健
康
推
進
課
保
健
サ
ー
ビ
ス
係
へ

楽
し
く
ラ
ク
ラ
ク
♪
ク
ッ
キ

ン
グ
～
プ
ラ
チ
ナ
世
代
編
～

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
教
室

Ms.
ス
ク
エ
ア
80
号
発
行

固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）

縦

覧

帳

簿

の

縦

覧

　

平
成
26
年
度
固
定
資
産（
土
地
・

家
屋
）
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
ま

す
。
期
間
中
で
あ
れ
ば
、
縦
覧
に

代
え
て
名
寄
台
帳
の
無
料
交
付
も

行
っ
て
い
ま
す
。（
左
記
窓
口
の

み
。
郵
送
に
よ
る
名
寄
台
帳
交
付

請
求
は
、
通
常
通
り
手
数
料
が
必

要
に
な
り
ま
す
）

対
象　

平
成
26
年
１
月
１
日
現

在
、
清
瀬
市
内
に
固
定
資
産
を
お

持
ち
の
納
税
者
の
方

日
時　

４
月
１
日
㈫
～
６
月
２
日

㈪
ま
で
の
平
日
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

場
所　

課
税
課
（
市
役
所
１
階
）

│
特
集　

多
様
化
す
る
女
性
の
生

　

き
方

　

急
激
な
社
会
状
況
の
変
化
は
、

女
性
や
男
性
の
生
き
方
や
家
族
の

あ
り
方
に
も
、
大
き
な
変
化
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
結
婚

し
子
を
産
み
育
て
る
の
が
一
般
的

と
さ
れ
て
い
た
女
性
の
生
き
方

は
、
高
学
歴
化
・
社
会
進
出
・
晩

婚
化
・
未
婚
者
の
増
加
な
ど
大
き

く
変
わ
り
、
多
様
な
選
択
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

性
に
関
わ
ら
ず
多
様
な
価
値
観

や
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
は
、
自
由

で
柔
軟
な
生
き
方
、
ひ
い
て
は
、

社
会
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
の

地
域
の
底
力
再
生
事
業
助
成

　

町
会
・
自
治
会
が
主
催
し
て
行

う
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
の
取
り
組
み
（
催
し
・
活
動
な

ど
）
を
支
援
す
る
た
め
、
東
京
都

が
助
成
し
ま
す
。

対
象
団
体　

都
内
に
所
在
す
る
町

会
・
自
治
会

対
象
事
業　

①
地
域
の
課
題
解
決

の
た
め
の
取
り
組
み 

②
①
の
う

ち
東
京
都
が
取
り
組
む
特
定
施
策

の
推
進
に
つ
な
が
る
次
の
取
り
組

み
㋐
防
災
ま
た
は
節
電
活
動
㋑
青

少
年
健
全
育
成
活
動
㋒
高
齢
者
の

見
守
り
活
動
㋓
防
犯
活
動

募
集
期
間　

４
月
１
日
㈫
～
５
月

30
日
㈮
・
６
月
２
日
㈪
～
８
月
29

日
㈮
・
９
月
１
日
㈪
～
11
月
７
日

㈮※
詳
し
く
は
、
東
京
都
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
、
ま
た
は
市
役
所
企
画
課
に
あ

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
参
照
。

問
合
せ　

東
京
都
生
活
文
化
局
都

民
生
活
部
地
域
活
動
推
進
課
☎
03

・
５
３
８
８
・
３
１
６
６

認
知
症
家
族
会
ゆ
り
の
会

　

家
族
の
立
場
で
今
抱
え
て
い
る

問
題
や
悩
み
を
語
り
合
い
、
明
日

へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
繋つ

な
げ
て
い
く

交
流
の
場
で
す
。

対
象　

認
知
症
高
齢
者
を
介
護
し

て
い
る
ご
家
族
な
ど

日
時　

４
月
23
日
㈬
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分
（
出
入
り
自
由
）

場
所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ　

高
齢
支
援
課
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

福

祉

法

律

相

談

　

高
齢
者
や
障
害
者
の
方
、
弁
護

士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

４
月
23
日
㈬
午
前
10
時
～

正
午

場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
ひ

ま
わ
り

申
込
み　

電
話
で
権
利
擁
護
セ
ン

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
女
性
を

取
り
巻
く
現
状
か
ら
、
私
た
ち
の

意
識
や
社
会
の
制
度
に
つ
い
て
、

改
め
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

問
合
せ　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
☎
495
・
７
０
０
２

東
京
消
防
庁
消
防
官

　

東
京
都
の
消
防
業
務
に
従
事
す

る
方
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
も
事
務
職

員
に
応
募
で
き
ま
す
。

※
各
試
験
区
分
の
申
込
み
方
法
・

期
日
な
ど
、
詳
し
く
は
東
京
消

防
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
www.tfd.m

etro.tokyo.jp/

を

患
者
の
声
相
談
窓
口

　

安
心
し
て
医
療
に
か
か
る
た
め

の
対
応
法
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

相
談
　
診
療
所
な
ど
の
相
談
＝
多

摩
小
平
保
健
所
医
療
安
全
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
042
・
450
・
３
２
２
２
、

病
院
の
相
談
＝
東
京
都
医
療
安
全

支
援
セ
ン
タ
ー
☎
03
・
５
３
２
０

・
４
４
３
５

相
談
時
間　

い
ず
れ
も
平
日
午
前

９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
５
時

（
原
則
電
話
で
30
分
程
度
）

問
合
せ　

多
摩
小
平
保
健
所
☎

042
・
450
・
３
１
１
１

平
成
26
年
度
交
通
災
害
共
済

「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」
受
付
中

加
入
資
格　

共
済
期
間
の
開
始
日

に
市
内
在
住
で
、
市
に
住
民
登
録

の
あ
る
方
・
会
員
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
る
方
で
、
就
学
の
た
め

市
外
に
転
出
し
て
い
る
方

共
済
期
間　

４
月
１
日
（
４
月
１

日
以
降
に
申
込
み
を
し
た
場
合
、

申
込
日
の
翌
日
）
～
平
成
27
年
３

月
31
日
㈫

会
費　

１
人
年
額
Ａ
コ
ー
ス
千

円
・
Ｂ
コ
ー
ス
500
円
（
お
と
な
・

子
ど
も
同
額
で
１
人
１
口
）

※
現
在
加
入
し
て
い
る
方
も
、
平

持
ち
物　

印
鑑
・
身
分
証
明
書
・

委
任
状（
本
人
で
な
い
場
合
の
み
）

問
合
せ　

課
税
課
固
定
資
産
税
係

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

清
瀬
消
防
署
☎
491
・
０

１
１
９

清
瀬
内
山
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
Ｂ
面
の

貸
し
出
し
を
中
止

　

現
在
市
で
は
、
劣
化
が
著
し
い
清
瀬
内
山
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
Ｂ

面
に
つ
い
て
、
従
来
か
ら
活
用
し
て
き
た
帝
京
学
園
の
撤
退
に
伴
い
、

人
工
芝
撤
去
・
改
修
に
向
け
た
交
渉
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
４
月
１
日
㈫
か
ら
当
分
の
間
、
同
サ
ッ
カ
ー
場
Ｂ
面
の

貸
し
出
し
を
中
止
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
495
・
７
０
０
１

方
の
み
）

※
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
不
可
。

申
込
み
　
４
月
１
日
か
ら
電
話
で

健
康
推
進
課
へ

成
26
年
度
は
改
め
て
申
込
み
が
必

要
で
す
。

問
合
せ　

道
路
交
通
課
交
通
安
全

係
　

第
24
回
河
本
流
舞
踊
会

　

愛
ら
し
い
子
ど
も
の
踊
り
か
ら

勇
ま
し
い
も
の
、
艶
や
か
な
も
の

な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
と
ん
だ

演
目
で
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
心
よ

り
お
持
ち
申
し
上
げ
ま
す
。
４
月

29
日
11
時
～
、
清
瀬
け
や
き
ホ
ー

ル
、
入
場
無
料
、
河
本
会
・
中
村

☎
492
・
２
９
３
５

タ
ー
あ
い
ね
っ
と
☎
495
・
５
５
７

３
へ

ー
☎
494
・
０
９
０
３



８

予＝要予約
直＝直接会場へ

予＝要予約
直＝直接会場へ

事 業 名 対 象・内容など 日  程 時  間 場
所

申込み
・問合せ

予
直
一
般
開
放

①卓球
②バドミン
トン
③インディ
アカ

小学生以上（小学生は保護者同
伴）。先着① 12 組 ②③各３組
費用　おとな 100 円・中学生以
下 50 円
持ち物　体育館履き・ラケット・
ボール・シャトルなど

４月 12 日㈯・
26 日㈯

午前９時30分～
・午後１時～
・午後３時～
（各２時間）

市
民
体
育
館

下宿地域市
民センター
☎ 493・
4033
※②③は当
日午前８時
30 分から要
電話予約。

グラウンド
ゴルフ

18 歳以上の方。定員 80 人
費用　無料
※道具貸し出しあり。

４月 26 日㈯ 午前９時30分～
11時30分

下
宿
運
動
公
園
広
場

直健 康 増 進
室　 初 回 利
用者トレーニ
ング説明

18 歳 以 上 で、
健康増進室を
初めて利用す
る方

費 用　300 円
（ 健 康 増 進 室

利用料）
持ち物　 室 内
シューズ・運動
しやすい服装・
タオ ル・ 飲 み
物

午前 10 時～・午後２時～・午
後６時～（木・土・日曜日と祝
日は６時の回はなし、月曜日は
休館）

い
ず
れ
も
15
分
前
ま
で
に
会
場
へ

健
康
増
進
室
（
健
康
セ
ン
タ
ー
３
階
）

健康推進課

直ストレッチ
体操＊ 18 歳以上の方

毎週水曜日 午前 11 時
～ 11 時 30 分

毎週木曜日 午後３時30分
～４時

毎週金曜日
午前９時30分

～10時・
午後３時30分

～４時

直み ん なで
楽しくエクサ
サイズ＊

18
歳
以
上
の
方

パンチ＆
キック体操

４月５日㈯
・19 日㈯

午後３時
～４時

ゆったり体操 ４月６日㈰
・20 日㈰ 午前 10 時

～ 11 時筋力アップ
体操

４月 13 日㈰
・27 日㈰

直 夜 間 エク
ササイズ＊

30 分 エクサ
サイズ

毎週水
・金曜日

午後７時30分
～８時

予健康・体
力度テスト

18 歳 以 上 の
方。先着５人
体力年齢など
の確認や運動
のアドバイス。

費用　200 円

４月１日㈫
・15 日㈫ 午後７時～ 前日までに

電話で健康
推進課健康
推進係へ

４月 13 日㈰
・27 日㈰ 午後３時～

※「＊」が付いた教室に参加する際、マシンの利用を希望される場合は、改めて「健康
増進室初回利用者トレーニング説明」にご参加ください。

◆ 24 時間電話で聞ける医療機関案内
　・清瀬消防署　☎ 491・0119
　・東京消防庁救急相談センター（救急車を呼ぶか直接病院へ行く
　　か迷う場合）☎＃ 7119 または☎ 042・521・2323
　・東京都医療機関案内サービス「ひまわり」　☎ 03・5272・0303
◆平日小児準夜間診療
　（月～金）多摩北部医療センター（東村山市青葉町一丁目）
　　受付時間　午後７時 30 分～ 10 時 30 分　☎ 042・396・3811
　（月・水・金）佐々総合病院（西東京市田無町四丁目）
　　受付時間　午後 7 時 30 分～ 10 時 20 分　☎ 042・461・1535

26・４・1

事 業 名  対 象・内容など 日  程 時  間 場所 申込み
・問合せ

予親 子 歯 み
がき教室

対象　満６か月～１歳６か月児
とその保護者
内容　口を開けない子どもの仕
上げ磨き法、虫歯菌感染予防法
など
持ち物　母子健康手帳・歯ブラ
シ・コップ

４月
４日㈮・

５月
９日㈮

午前９時30分（ま
で受け付け）

～11時

健
康
セ
ン
タ
ー

電話で健康推進
課保健サービス
係へ

予親 子 歯 科
健診

対象　１歳６か月～３歳児とそ
の保護者
内容　歯科健診、発達段階に合
わせた歯磨き練習、必要に応じ
たフッ素塗布（無料）など
持ち物　母子健康手帳・歯ブラ
シ・コップ

月曜日または
水曜日

※詳細は申込み時に案内し
ます。

予マ マ の 時
間

未就学児を持つ母親
育児ストレスや悩みについて、お
子さんと離れお母さん同士で話
しませんか。
費用　50 円（お茶代）
※保育あり。

４ 月
23 日㈬

午後２時～
３時30分

（受け付けは午後
１時30分～）

予両親学級

対象　これからパパ・ママになる
方。１日目＝お産の話・栄養の話
など。２日目＝赤ちゃんのお風呂
の入れ方、パパの基礎知識など。
費用　100円（試食費・1日目の
み）
持ち物　予約時に確認
※妊婦歯科健診の申込みは随時
受付中。

１ 日目
＝４月
11 日㈮

午後１時 20 分～
４時

２ 日目
＝４月
25 日㈮

午後１時 20 分～
４時 20 分

予カンタン！
ワンポイント
離乳食

原則として第１子で６～11か月
の乳児とその保護者。先着20組
栄養士による離乳食の調理実演
と試食・相談を行います。
費用　100 円（試食実演費）
※保護者のみの参加も可。

４ 月
16 日㈬

６～８か月児
＝午前10時
～ 11時30分

９～ 11か月児
＝午前10時45分

～正午

 ４月１日から電
話で健康推進課
保健サービス係
へ

直
乳
幼
児
健
康
診
査

３～４
か月児

平成 25 年 12 月に生まれた乳児
とその母親

４月
15 日㈫

午 後０時 30 分 ～
１ 時 30 分（ 受 け
付け）
※対象者ごとに受
付時間を調整して
います。事前に送
付する通知をご覧
ください。

健康推進課
※清瀬市に転入
されて間もない
方で通知送付が
間に合わない場
合は、上記にお
問い合わせくだ
さい。

1 歳６
か月児 平成 24 年９月に生まれた幼児 ４月

８日㈫

３歳児 平成 23 年３月に生まれた幼児 ４月
22 日㈫

※各健診終了後、子どもの計測日（２か月～４歳未満対象・午後３時～３時 20 分受け付け）を実施。
当日は持ち物（ホームページなど参照）をそろえて受け付けをしてください。

予新米ママと
赤ちゃんの会

生後３か月前後の子どもと親。
定員 15 組。
地域で子育てする仲間を作りま
しょう。

４月
４日・11
日・18日・

25 日の
金曜日

午後１時 30 分～
３時 30 分 市民活動

センター

電話または
メールで NPO
法人ウイズアイ
☎452・9765

info@with-
ai.net へ予おっぱいマ

マの会
妊娠・授乳中の母親
母乳育児の楽しさ、辛さ、悩み
などを話し合いましょう。

４月
15 日㈫

午後１時 30 分～
３時 30 分

直Ｋ－ net
子育てひろば

０歳～就学前の子どもとその親
及び子育てに関心のある方
親子で自由遊び・読み聞かせ・
手遊び。（出入り自由）

４月
４日㈮

午前 10 時～
午後２時

男女共同参
画センター

NPO 法人
子育てネット
ワーク・ピッコ
ロ☎444・4533

直
つ
ど
い
の
広
場

ころぽっく
る

０歳～就学前の子どもとその親
親子で自由遊び・育児相談な
ど。

火曜日を
除く
毎日

午前 10 時～
午後３時

（出入り自由）

児童
センター

子ども家庭支援
センター
☎495・7701

野塩
月曜日を

除く
毎日

野塩地域市
民センター

NPO 法人ウイズ
アイ
☎452・9765

info@with-
ai.net

野塩
出張

祝日を除
く月曜日

あいあいの家
（梅園二丁

目）

下宿
月曜日を

除く
毎日

下宿地域市
民センター

竹丘 月曜日・
祝日を除

く毎日

竹丘地域市
民センター NPO 法人

子育てネット
ワーク・ピッコ
ロ☎444・4533元町 清瀬けやき

ホール

実
施
日

内　科 歯　科
午前９時～午後５時 午後５時

～翌日の午前９時
午前９時 30 分

～午後５時 担当医

６
日

宇都宮病院
元町 1-4-41 ☎ 491・0103 山

本
病
院

野
塩
１
‐
３
２
８　

☎
491
・
０
７
０
６

織
本
病
院

旭
が
丘
１
‐
２
６
１　

☎
491
・
２
１
２
１

は
救
急
病
院
で
す
。
救
急
患
者
は
24

時
間
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
念
の
た

め
電
話
を
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

清
瀬
休
日
歯
科
応
急
セ
ン
タ
ー

上
清
戸
２
‐
６
‐
10
（
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
内
）
☎
491
・
８
６
１
１
（
受
付
時

間
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

島田
医師

　

清
瀬
市
歯
科
医
師
会
会
員

13
日

清瀬博済堂クリニック
竹丘 2-15-15 ☎ 410・0001

水上
医師

20
日

広橋小児科内科
元町 1-5-3 ☎ 493・7400

本杉
医師

27
日

花園医院
松山 3-5-14 ☎ 491・0315

和気
医師

29
日

とみまつ小児科循環器クリニック
元町 1-1-14 ☎ 497・3456

天川
医師

4

市（
教
育
備
品
の
購
入
費
）へ

　

ニ
ッ
セ
イ
ロ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー
株

式
会
社
様（
300
万
円
）

市（
ま
ち
づ
く
り
応
援
基
金
・
教

育
）へ

　

伊
豆
設
備
工
業
様（
千
424
円
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
時　

４
月
13
日
㈰
午
前
10
時
～

11
時
30
分（
雨
天
中
止
）

場
所　

神
山
公
園

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ　

東
村
山
警
察
署
管
内
駐

車
場
交
通
協
力
会
・
小
原
☎
493
・

３
４
１
１

子
ど
も
と
高
齢
者
の

自

転

車

安

全

教

室

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー

多

摩

の

就

業

支

援

①
「
す
ぐ
に
役
立
つ
！
　
応
募
書

　
類
・
面
接
対
策
講
座
」

対
象　

30
歳
～
54
歳
の
方
。
先
着

50
人（
要
予
約
）

日
時　

４
月
９
日
㈬
午
後
１
時
～

５
時

②
「
女
性
の
た
め
の
再
就
職
支
援

　
セ
ミ
ナ
ー
」　

　
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
就
職
個
別

相
談
会
実
施
。（
１
人
45
分
。
先

着
10
人
・
要
予
約
）

対
象　

女
性
の
方
。
定
員
50
人

日
時　

４
月
23
日
㈬
午
後
１
時
～

　

市
で
は
、
視
覚
障
害
者
の

方
や
高
齢
な
ど
の
理
由
で
市

報
な
ど
を
読
む
の
が
つ
ら
い

と
い
う
方
向
け
に
、
そ
れ
ら

を
音
訳
し
た「
声
の
た
よ
り
」

の
Ｃ
Ｄ
を
作
製
し
、
無
料
で

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

清
瀬
市
の
多
彩
な
情
報
を

入
手
で
き
る
音
訳
Ｃ
Ｄ
を
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
再
生
機
に
つ
い
て
は
視
覚

障
害
の
等
級
に
よ
っ
て
助
成

が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す

（
助
成
に
つ
い
て
は
障
害
福

祉
課
へ
）。

※
パ
ソ
コ
ン
で
聴
く
こ
と
も

で
き
ま
す
。
試
し
に
利
用
し

て
み
た
い
方
は
、
お
気
軽
に

左
記
へ
。

問
合
せ　

秘
書
広
報
課
広
報

広
聴
係

「 声 の た よ り 」 作 成　・ 配 布 中

　

学
年
末
か
ら
新
学
期
に
か
け
、

環
境
の
変
化
に
よ
り
、
気
持
ち
が

不
安
定
に
な
り
や
す
く
、
非
行
に

走
っ
た
り
、
淫
行
な
ど
の
心
に
有

害
な
影
響
を
与
え
る
福
祉
犯
の
被

害
者
と
な
る
少
年
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
警
視
庁
で
は
、
年
間
を

通
じ
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

▪
非
行
や
福
祉
犯
の
被
害
な
ど
少

年
全
般
に
関
す
る
相
談　

立
川
少

年
セ
ン
タ
ー（
立
川
市
柴
崎
町
二

丁
目
）
☎
042
・
522
・
６
９
３
８（
平

日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
）、
ヤ
ン
グ
・
テ
レ
ホ
ン
・

コ
ー
ナ
ー
☎
03
・
３
５
８
０
・
４

９
７
０（
平
日
＝
午
前
８
時
30
分

～
午
後
８
時
、
年
末
年
始
を
除
く

土
・
日
曜
日
、
祝
日
＝
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
）

▪
家
出
に
関
す
る
相
談　

行
方
不

明
者
相
談
室（
千
代
田
区
霞
が
関

二
丁
目
）
☎
03
・
３
５
９
２
・
１

６
４
０（
平
日
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
）

問
合
せ　

警
視
庁
少
年
育
成
課
保

護
相
談
係
☎
03
・
３
５
８
１
・
４

３
２
１

家
出
少
年
な
ど
の
相
談

３
時

場
所　

い
ず
れ
も
東
京
し
ご
と
セ

ン
タ
ー
多
摩（
国
分
寺
市
南
町
三

丁
目
）

※
②
は
託
児
あ
り（
年
齢
条
件
な

ど
あ
り
・
要
問
合
せ
）

申
込
み　

い
ず
れ
も
電
話
で
東

京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩
☎
042
・

329
・
４
５
２
４
へ
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